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【JAEA-Technology 2011-026 表 2-2 の訂正の内容について】 
本研究では、以下の手順により線量計算を行っている。 

・PHITS コードによる放射線輸送計算で、光子フルエンスを計算。 
・計算したフルエンスに線量換算係数（1cm 線量当量率換算係数、空気カーマ率換算係数）

を乗じて、1cm 線量当量率及び空気カーマ率を導出。 
 ⇒ 1cm 線量当量率またはカーマ率  =  光子フルエンス × 換算係数 

 
ここで、下図に示す通り、換算係数は文献「ICRP Publication 74 ”外部放射線に対する

放射線防護に用いるための換算係数”, 社団法人 日本アイソトープ協会」において、光子エ

ネルギーに応じて与えられている。 

 

例えば、光子エネルギーが e1 から e2 の範囲のフルエンスが PHITS により計算された場

合、この値に乗じる換算係数は文献で与えられている e1 及び e2 に対応する換算係数 b1 及

び b2 の内挿値 b1’とした。 
JAEA-Technology 2011-026 の表 2-2（訂正前）では、文献で与えられている各エネルギ

ーに対応する換算係数に、内挿値（上の図で、b1’、b2’、b3’・・・）を記していた。 
エネルギー (MeV) 換算係数 

e1 b1’  （b1 と b2 の内挿値） 

e2 b2’  （b2 と b3 の内挿値） 

e3 b3’  （b3 と b4 の内挿値） 

 しかし、以下の通り、文献で与えられている各エネルギーに対応する換算係数（b1、b2、
b3・・・）が正しい値であるため、この訂正を行った。 

エネルギー (MeV) 換算係数 

e1 b1 

e2 b2 

e3 b3 

 

今回の訂正は、表 2-2 におけるデータの転載で誤りが生じたことに起因するものであり、

他の線量率の数値は正しいプロセス、換算係数を用いて計算された結果である。よって、

他の訂正は必要としない。 
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